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い
よ
い
よ
京
都
市
長
選
挙
ま
で
１
ヶ
月
を
き
り
ま
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
も
（
大
阪
・
熊
本
の
両
知
事
選
・
京
都

市
長
選
は
）
「
一
連
の
首
長
選
の
結
果
は
、
（
国
会
で

の
）
与
野
党
攻
防
に
も
影
響
す
る
」
と
書
く
、
全
国
注

目
の
選
挙
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

何
よ
り
も
今
度
の
市
長
選
挙
は
、
京
都
市
民
の
命
と

く
ら
し
が
か
か
っ
た
選
挙
で
す
。
中
村
和
雄
さ
ん
は
、

国
保
料
を
ま
ず
一
世
帯
あ
た
り
１
万
円
引
き
下
げ
、
国

民
健
康
保
険
証
の
取
り
上
げ
を
す
ぐ
に
や
め
る
こ
と
を

提
案
、
「
生
活
第
一
」
の
訴
え
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん

で
い
ま
す
。 

 

税
金
の
ム
ダ
づ
か
い
と
環
境
破
壊
の
市
内
高
速
道
路

の
未
着
工
３
路
線
は
ス
ト
ッ
プ
を
、
の
訴
え
に
は
、
民

主
・
公
明
が
相
次
い
で
「
凍
結
・
中
止
」
を
言
い
出
し

て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
も
と
教
育
長
で
あ
る
相
手
陣
営
の

「
相
乗
り
・
庁
内
候
補
」
は
、
同
和
運
動
団
体
へ
の
不

当
な
補
助
金
支
出
で
裁
判
の
「
被
告
」
に
な
り
、
１
１

７
万
円
を
返
還
し
、
市
か
ら
処
分
さ
れ
た
一
人
で
す
。

し
か
も
、
市
職
員
の
犯
罪
・
不
祥
事
で
断
罪
さ
れ
た
一

方
の
側
で
あ
る
、
部
落
解
放
同
盟
が
推
薦
を
決
め
て
い

る
人
物
で
す
。
ま
た
、
立
候
補
表
明
し
た
左
京
区
の
無

所
属
市
議
は
記
者
会
見
で
「
与
党
の
一
員
と
し
て
５
年

間
や
っ
て
き
た
」
「
（
与
党
と
）
政
策
的
す
り
あ
わ
せ

は
可
能
」
と
言
い
ま
し
た
。
国
保
料
引
き
上
げ
を
は
じ

め
と
し
た
市
民
負
担
増
予
算
、
同
和
奨
学
金
の
肩
代
わ

り
を
含
む
予
算
に
賛
成
し
て
き
た
議
員
で
す
。 

 

市
長
選
挙
の
争
点
は
、
「
く
ら
し
破
壊
と
同
和
い
い

な
り
の
現
市
政
継
続
」
か
「
生
活
第
一
、
同
和
特
別
扱

い
を
断
ち
切
る
改
革
・
刷
新
」
か
、
ハ
ッ
キ
リ
し
て
な

い
ま
す
。
わ
た
く
し
、
さ
こ
祐
仁
も
生
活
第
一
の
新
し

い
市
政
を
つ
く
る
た
め
に
、
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
す
る

決
意
で
す
。 

 

商
店
街
訪
問
に
反
響
。
飛
び
込
め
ば
変
化
は
起
こ
せ
る
。  

 

中
村
和
雄
さ
ん
の
推
薦
と
原
油
高
騰
問
題
で
、
上
京

区
の
商
店
街
を
訪
問
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
府

会
・
市
会
議
員
が
訪
問
し
て
き
た
と
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
る

商
店
主
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
も
は
反
応
の

返
っ
て
こ
な
い
商
店
街
も
「
理
事
会
で
ど
う
な
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
申
し
入
れ
は
受

け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

大
型
店
の
出
店
や
重
油
の
高
騰
に
困
っ
て
い
る
と
い

う
昆
布
屋
さ
ん
は
、
「
地
元
の
お
客
さ
ん
は
少
な
い
。

以
前
は
遠
く
か
ら
も
き
て
く
れ
た
が
、
お
客
さ
ん
も
高

齢
化
で
こ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
若
い
人
は
車
で
買
い

物
で
き
る
大
型
店
に
行
っ
て
い
る
。
昔
、
蜷
川
さ
ん
が

知
事
を
や
っ
て
い
る
と
き
は
ス
ー
パ
ー
出
店
を
規
制
し

て
い
て
、
地
元
商
店
街
を
守
っ
て
く
れ
て
偉
か
っ
た
と

思
う
。
船
の
重
油
の
高
騰
や
高
齢
化
な
ど
も
あ
っ
て
、

海
苔
や
昆
布
を
獲
る
人
が
減
り
、
輸
入
品
に
頼
っ
て
い

る
状
況
だ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

あ
る
商
店
街
は
「
顧
問
が
自
民
党
の
議
員
な
の
で
推

薦
は
で
き
な
い
が
、
共
産
党
は
筋
を
通
す
の
で
よ
い
と

思
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
商
店
街
の
振

興
に
つ
い
て
日
本
共
産
党
が
組
合
に
来
る
の
は
何
年
ぶ

り
や
と
言
わ
れ
る
お
店
も
あ
り
、
や
は
り
私
た
ち
議
員

が
先
頭
に
立
っ
て
切
り
開
け
ば
、
変
化
は
起
こ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。  

◎さこ駆け歩き 
 
 19日（土） 
 北・上「医療、介護、福祉、社会保障を守

る」市民のつどいが162人の参加で成功しま

した。北区で唯一の公的病院・総合病院社会

保険京都病院（旧鞍馬口病院）は、年間16
万人の通院患者、延べ10万人の入院患者を

診ています。公的病院の果たしている役割を

改めて感じました。しかし、赤字だからと効

率優先のもとに統廃合･売却されようとして

います。一つの病院がなくなることで地域へ

の大きな影響が出ることはこの間の医師・看

護師不足でハッキリしているのではないか、

と憤りを覚えました。開業医の先生が「医療

に税金を使う医療政策に変える。つまり、い

まの国の政治を変えなければならない」 と

明確に言い切って、会場から大きな拍手が起

こりました。 

 このつどいの案内に、くらた市議と15軒
の開業医訪問をしました。忙しい中でも丁寧

に対応してくれるかたが多く「薬害肝炎の問

題で、なぜ厚生労働省の役人は罰せられない

のか？医師がミスをすれば、徹底してバッシ

ングされる」「後期高齢者医療制度、私たち

医師に4日間の講義をするというが、その間

患者さんはどうなる、国は何を考えているの

か」と怒りの声が寄せられました。また「社

会保障の充実と共産党さんは言うが財源はど

うされるのか？」と率直な疑問も出されまし

た。軍事費の問題、京都市内の高速道路のこ

となど話すと納得され、「中村マニュフェス

トも見さしてもらいます」と。断られたのは

1軒だけでした。 

写真（上）好評だった、市民大集会での上京区

要求パフォーマンス。私も一緒に持ちました。 


